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第 2 章では、プロセス内での熱交換を考慮した 2 成分蒸留プロセスを対象として、プ




































































した手法を、下記の 2)、3)、4)に示す対象に適用し、その有効性を検証した。  
２）状態空間離散化法を用いた最適蒸留プロセス構造の導出  
 2 成分混合物の分離問題を対象に、異なる圧力の蒸留段モジュールを準備すること
で、最適化結果として内部熱交換型蒸留プロセスと類似の構造が得られることを示し
た。また、3 成分分離問題に対して、ペトリューク型蒸留プロセスに類似の構造が得ら
れることを示した。 
３）状態空間離散化法を用いた蒸留と反応の複合プロセス構造の導出  
 各蒸留段に反応を組み込んでも、反応が無い場合と類似な定式化が可能であることを
示した。そして、得られた成果を 2-ペンテンのメタセシス反応を扱うケースに適用し、
これまでにない新しいプロセス構造を示唆する最適化結果を得た。  
４）状態空間離散化法を用いた蒸留と膜の複合プロセス構造の導出  
 膜分離操作のモデルを新たに構築し、開発した手法を蒸留 /膜ハイブリッド分離プロ
セスの合成問題に適用できるように拡張した。そして、プロパンとプロピレンの分離問
題に適用し、エネルギー消費が少ない、これまでにない新しいプロセス構造を示唆する
最適化結果を得た。 
 このように本論文は、プロセスの構造を仮定すること無く、最適なプロセス構造を導
出する手法についてまとめたものであり、新規で有用な知見を多く含んでおり、学術上、
実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として
価値あるものと認める。また、平成３０年２月１９日、論文内容とそれに関連した事項
について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認
し、合格と認めた。 
 
 
  
